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【表紙】
大熊町のサッカースポーツ少年団
「 FCフレンズ」 (団員25人 )は、東日
本大震災と原発事故による避難先の会
津若松市で、震災翌月の4月から活動
を再開し、避難後、全日本少年サッカー
大会の県大会にも出場しています。最
初は6人で再開しましたが、「いつ帰
れるか分からない、でもその時までにみ
んなの絆を途切れさせたくない」という
思いのもと、さまざまな支援を受けなが
ら、試合や交流会などに参加して活動
を続けています。ここには「サッカーが
楽しい！」という子どもたちの笑顔が
広がっています。

1. 塩
し お や ざ き と う だ い

屋埼灯台と日の出（いわき市）問いわき市観光物産課 ☎ 0246-22-7477

美しい紅葉が掲載され、美しい福島を復活せねばという気持ちになりました。子どもたちが、福島にいてよかったと思えるように日々努力を
重ねていきたい。( 須賀川市 50 代女性 )



ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・12 月号

03 読者からのお便り

7. 木
こ は た

幡の幡
はた

まつり （二本松市木幡）問二本松市東和支所地域振興課 ☎ 0243-66-2490

3. 大
おおたき

滝（広野町）
	 問広野町建設課産業グループ ☎ 0240-27-4163

5. 雪の大
おおうちじゅく

内宿 （下郷町）
	 問下郷町観光協会 ☎ 0241-69-1144

2. 大
おお

俵
たわら

引き（会津坂下町）
	 問会津坂下町観光物産協会 ☎ 0242-83-2111

凜ふくしまの宝
静かにたたずみ、美しく
澄み切った福島の冬の風景は
愛すべき宝です。

　

さ
え
ざ
え
と
澄
み
切
っ
た

冬
空
の
も
と
、
震
災
後
２
回
目

の
新
年
を
迎
え
ま
す
。
福
島
に

暮
ら
す
誰
も
が
、
自
然
の
恵
み

に
感
謝
し
、
時
に
は
祈
り
な
が

ら
、
美
し
い
ふ
る
さ
と
の
明
日
を

夢
見
て
い
ま
す
。

　

大
好
き
な
福
島
で
、
大
切
な

人
と
と
も
に
幸
せ
な
一
日
一
日

を
積
み
重
ね
て
い
く
。
そ
の
強
い

思
い
は
、
冬
の
空
気
に
も
似
て
、

強
く
凜
と
し
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
冬
の
後
に
は
、
必
ず

春
が
訪
れ
る
、
そ
ん
な
思
い
を

巡
ら
せ
な
が
ら
、
県
内
各
地
の

冬
の
凜
と
し
た
美
し
い
風
景
に

会
い
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

6. 立
た つ ご や ま

子山の凍
し

み豆腐づくり（福島市）
	 問立子山凍豆腐連絡協議会 ☎ 024-597-2321

4. 猪
い な わ し ろ こ

苗代湖としぶき氷（猪苗代町）
	 問猪苗代観光協会 ☎ 0242-62-2048
	 問猪苗代町商工観光課 ☎ 0242-62-2117

「紅葉」特集、あまりの見事さに目を奪われてしまいました。昨年は災害等で紅葉狩りもせず秋を見送ってしまいましたが、今年は是非紅葉
を楽しんでみたいと思います。( 福島市 50 代女性 )



ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・12 月号読者からのお便り福島の作物は検査が行き届き安全だと保証され、自信も持って友人に伝えています。福島から風評を払拭しましょう！ ( 郡山市 50 代女性 ) 04

　
県
民
の
皆
さ
ん
が
豊
か
で
安
定
し
た

生
活
を
送
る
た
め
、
ま
た
、
震
災
か
ら

の
復
興
の
た
め
に
も
、
産
業
の
振
興
と

働
く
場
の
確
保
は
極
め
て
重
要
で
す
。

　
本
県
は
東
北
一
の
製
造
品
出
荷
額
を
誇
る
工
業

県
。
そ
れ
を
支
え
て
い
る
の
は
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
し
か
し
、
震
災
と
原
発
事
故
の
影
響
に
よ
り
県
内
企
業
は

極
め
て
厳
し
い
経
営
環
境
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
卓
越
し
た
技
術
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
も
の
づ
く
り
力
は
福
島
が
誇

る
か
け
が
え
の
な
い
財
産
。
こ
れ
を
生
か
し
て
、
企
業
の
新
た
な
事

業
展
開
を
呼
び
起
こ
し
、
医
療
機
器
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

の
時
代
を
リ
ー
ド
す
る
産
業
に
も
結
び
つ
け
な
が
ら
、
本
県
の
経
済

的
基
盤
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
の
元
気
が
、
本
県
復
興
の
原
動
力
と
な
り
ま

す
。

　
県
内
企
業
の
活
動
を
し
っ
か
り
と
支
え
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
暮
ら
し
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
に
わ
た
っ
て
夢
と
希
望
の
持
て

る
、
明
る
く
活
力
に
満
ち
た
福
島
県
を
築
き
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

夢
と
希
望
の
持
て
る
福
島
県
を

目
指
し
て

知事
メッセージ

中
小
企
業
を
元
気
に
、

福
島
に
活
力
を
！

　
復
興
に
は
地
域
経
済
の
核
と
な
る
中
小
企
業
の
活
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
県

で
は
、
地
域
経
済
の
発
展
や
新
た
な
雇
用
の
確
保
に
つ
な
が
る
よ
う
、
中
小
企

業
の
復
旧
・
復
興
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
県
復
興
計
画
12
の
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
の
「
中
小
企
業
等
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

復興に向けてがんばって
いる企業や、商店の皆さ
んを、県はどんなふうに
応援しているんだろう?

中 小 企 業 等
復　興

プロジェクト

県
で
は
復
興
計
画
の
12
の
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
復
興

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

	

安
心
し
て
住
み
、
暮
ら
す

❶
環
境
回
復

❷
生
活
再
建
支
援

❸
県
民
の
心
身
の
健
康
を
守
る

❹
未
来
を
担
う
子
ど
も
・
若
者
育
成

　（
10
月
号
で
特
集
）

	

ふ
る
さ
と
で
働
く

❺
農
林
水
産
業
再
生（
８
月
号
で
特
集
）

❻
中
小
企
業
等
復
興

❼
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

　（
６
月
号
で
特
集
）

❽
医
療
関
連
産
業
集
積

	

ま
ち
を
つ
く
り
、
人
と
つ
な
が
る

❾
ふ
く
し
ま
・
き
ず
な
づ
く
り

●
ふ
く
し
ま
の
観
光
交
流

●
津
波
被
災
地
復
興
ま
ち
づ
く
り

●
県
土
連
携
軸
・
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
基
盤
強
化

特
集

12 の重点プロジェクト

今回は、この「中小企

業等復興プロジェクト」

について、紹介します。

復興計画

101112



ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・12 月号 読者からのお便り 前号の「未来を担う子ども・若者を育てるために」という特集は、出産予定の私にとって非常に関心が持てた。子どもに対して現状の中で、

最大限のサポートが考えられていると感じています。( 福島市 30 代女性 )
05

　被災地での再建や、新たに県の復興を応援するための新規立地など、多くの企業・団体が復興に
向けて動き出しています。県でも、補助制度などの支援策で企業活動を応援しています。

復旧・復興へ向けた取り組み

■元気でやっていると発信したい
　補助金は、旅館・飲食店・土産物店の施設の修復や
建て替えに使わせてもらいました。震災直後、被害が大
きくてもう商売をやめてしまおう、という店があった時期に
この補助金が出たのは大きかったですね。早い時期に直
せて、復旧作業員の方が泊まる場所、食事をする場所を
用意できましたから。そういう下地を作れたからこそ、地
域の各店での「松川浦復興チャレンジ丼」の提供にまで
取り組めたんです。いまの私たちがやるべきことは、風光
明媚な「松川浦」という観光地が「元気でやってるよ」
と発信すること。そしてまたいつでも観光地としてやってい
ける準備を進めていきたいと思っています。

■雇用も含め、復興の力に
　新しい工場の候補地を探している時に、テレビ番組で
「福島でなかなか就職口がない」という状況を見て、会
津での立地に興味を持ちました。本社に福島県東京事務
所の方が来てくれて、アクセスも含めて会津の立地の良
さにほれ込みました。補助金を頂いたのは非常にありがた
かったです。会津は古くから伝統工芸などでものづくりの
伝統がありますから、そんな土地柄で募集したい人材が
集まっています。今後は雇用も含め、ぜひ福島の復興の
力になりたいと考えています。工場で展示会や工場見学
などを開催して、産業観光の一大拠点として育てられれば、
ささやかながら復興に貢献できるのでは、と思っています。

　相馬松川浦の旅館業・飲食業・小
売業を含む 27 社で構成されるグ
ループ。地場産品を使った「相馬の
食のブランド化」を図り、環境と共
生した豊かなふるさとの復興など、
新たな観光産業づくりに取り組む。

　ランドセルの製造・販売。本社東
京。事務所・工場は埼玉県川口市。
ふくしま産業復興企業立地補助金を
活用し、9月新たに会津若松市にて
工場竣工。3年間で100人の地元採
用を目指している。

㈱羅羅屋会津若松工場 ( 会津若松市 )

代表　小
お の

野 芳
よしゆき

征さん代表取締役　安
あんどう

東 裕
ひ ろ こ

子さん

会津から
笑顔と元気を
発信したい！

こどもたちに
夢や希望を与えら
れるランドセルを
つくりたい。

松川浦観光振興グループ ( 相馬市 )

◀
松
川
浦
「
復
興
チ
ャ
レ
ン
ジ
丼
」
試
食
会
。

各
メ
デ
ィ
ア
が
取
材
に
訪
れ
盛
況
を
呈
し
た

▲地元雇用が進み、いきいきと働く従業員のみなさん

ほかにも次のような事業があります

復旧
再建

新規
立地

復興にむけて頑張ってるね

県のこんな制度を活用しています

ふくしま産業復興企業立地補助金
復興の促進のため、県外からの新規立地や県内での新設・
増設などを行う企業に対し補助（※募集は終了しました）
	 指定件数　182 件（平成 24 年 10 月現在）
	 問 県庁企業立地課　☎ 024（521）7280

県のこんな制度を活用しています
グループ補助金

（中小企業等グループ施設等復旧整備補助事業）

中小企業等グループの復旧・復興事業に対して経費の一部を補助
	 23 年度交付決定件数　86 グループ　	 1,071 社
	 24 年度交付決定件数　54 グループ	 792 社
		  （平成 24 年８月末日現在）
	 問 県庁産業創出課　☎ 024（521）7283

特
集

（喜多方市 30 代女性）

（会津若松市20代男性）
雇用にもつながり、

みんないきいき

働いてるね！

●福島県中小企業制度資金貸付金
①「ふくしま復興特別資金」②「特定地域中小企業特別
資金」により震災や原子力災害で被害を受けている中小
企業者の資金繰りを支援
問 ①県庁経営金融課　 ☎ 024 (521)7291
問 ②県庁産業振興センター　☎ 024（525）4019

●ふくしま産業復興雇用支援事業 ( 助成金 )
被災者に対して正規雇用などの安定的な雇用機会の創出
を図る企業に対し、一定の要件をもとに助成金を支給

（※次回募集は平成 25 年 1 月以降の予定です）
問 県庁雇用労政課　☎ 024 (521)7290



ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・12 月号読者からのお便り福島県は自然がたくさんあり、人も温かい気持ちを持った方が多い県だと思っています。必ず「日本一安心して子どもを育てられる県」を目指

してほしい。( 福島市 30 代女性 )

ビジネスチャンスの拡大を支援

企業を支える人材の育成

06

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の

支
援
に
取
り
組
む

　
補
助
金
制
度
や
、販
路
開
拓
、

そ
し
て
人
材
育
成
に
つ
い
て
県

の
取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し

ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
、

金
融
支
援
制
度
の
拡
充
や
、
対

象
企
業
が
税
制
優
遇
措
置
を
受

け
ら
れ
る
「
ふ
く
し
ま
産
業
復

興
投
資
促
進
特
区
」
な
ど
の
復

興
特
区
の
指
定
、
工
業
製
品
の

風
評
対
策
と
し
て
県
ハ
イ
テ
ク

プ
ラ
ザ
な
ど
で
の
放
射
性
物
質

の
検
査
の
実
施
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
の
支
援
を
行
って
い

ま
す
。
活
力
あ
る
中
小
企
業
の

復
興
は
、
県
内
経
済
の
発
展
に

不
可
欠
で
す
。
県
復
興
計
画
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
中
小
企
業
等
復
興
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

販路拡大・人材育成の取り組み

▲「ふくしま工場長育成道場」参加者の実習風景

　復旧・復興の補助や企業誘致の他にも、さらなる飛躍を目指す企業の、
販路拡大や人材育成などの活動を支援する事業もあります。

中 小 企 業 等
復　興

プロジェクト

「MEDICA 2012」の出展支援
　ドイツ・デュッセルドルフで開催され
る世界最大級の医療機器見本市。国
際色豊かな本展への出品は、製品の海
外販路拡大のみならず、世界市場の動
向その他の情報収集の場としても最適。 
県ではブースを設置したりパンフレット
を作成するなど、県内企業の出展を支
援しています。

●海外商談・販売促進活動支援助成事業
海外での商談、見本市等への参加、店舗において販売促進活動を行う会員企
業に対して、経費の一部を助成
問 福島県貿易促進協議会事務局 (県庁県産品振興戦略課)　☎024 (521)7326

　震災で工場、設備が甚大な被害を受け、事業の再生を進めるなか、新し
い事業領域として開発中の医療機器の海外への販路開拓を試みるため、当
社の技術の世界での評価を確認したいとの思いから、出展を決めました。
昨年は世界各国の来場者に対して弊社の技術をＰＲすることができました。
今年は、より具体的な用途と利点を売りこんでいく予定です。海外展示会
への出展は短期的成果を狙ってのものではなく、連続して参加することで
徐々に認知度を上げて行くことがビジネスチャンスをつかむ道だと思います。
今後も機会があれば参加したいと考えています。（代表取締役社長 林

はやし

 明
あきひろ

博さん）

　震災で倉庫、冷蔵庫、作業場等が壊れ、復旧のために補助金を頂
きましたが、新しい設備の動線のラインをどうするかなどソフト面での
新しい取り組みのために、「ふくしま工場長育成道場」を受講していま
す。受講の内容は社内で常に情報共有し、新しい体制を築く上で大
いに役立っています。こういったソフト面のサポートは非常にありがた
いと思います。（代表取締役 渡

わたなべ

辺 徳
のりゆき

之さん）

ふくしま工場長育成道場
　復興を支援する事業に加え、県では、県内企業の競争力を高めるための
人材育成を支援する事業を行っています。製造現場を統括する工場長に必要
な素養を育成する「ふくしま工場長育成道場事業」もその一つです。今年度は、
工場復旧の機会に人材育成も図り復興を目指す被災企業も参加しています。

●テクノセミナー
	 企業で働く人が、短期間で技術や

知識を取得するための県立テクノ
アカデミーで行うセミナー

	 問 県庁産業人材育成課
　 ☎ 024（521）7829

 林精器製造㈱ ( 須賀川市 )
精密金属加工、メッキ表面処理、医療機器製造業。県の補助金を生かして事業の
再生を図るのと同時に、販路拡大に向け県とジェトロの支援を受けて、昨年に引
き続き海外の展示会「MEDICA 2012」に出展する。

 ㈱ワタスイ ( 須賀川市 )
食品の製造・販売・小売業。平成24年度「ふくしま工場長育成道場」を受講中。人材育
成および会社の新しい生産体制を構築する上でこの機会を大いに活用しようと考えている。

特
集

人材
育成

販路
開拓

  ほかにもこのような事業があります

  ほかにもこのような事業があります

復興して
世界へ！

ぼくも応援してるよ！

リーダー
めざして

頑張って！

「うつくしま情報局〜ふくし
まからはじめよう。〜」福島
テレビ (FTV) で、中小企業
の復興への取り組みを紹介
します。
12 月 2 日 ㈰ 9：45 〜 10：00 放 送。

放送終了後、ウェブからも 3
週間ご覧いただけます。

 広報ステーション 検索 扌



読者からのお便り
ふくしまから はじめよう。

ゆめだより・12月号
07 原発のことがなければ、福島は海あり山あり湖ありととってもいい故郷であったのに、今は悪い意味で特別視されているようで悲しい。でも

私たちは負けません。以前の福島を取り戻すためにみんなで一丸となって頑張っていきましょう。 （白河市 50 代女性）

電話相談窓口 月～金曜日：午前8時30分～午後8時
 土 日 祝 日：午前8時30分～午後6時

電話相談窓口　月～金曜日：午前８時３０分～午後８時（祝日を除く）

巡回法律相談　県内７方部において弁護士による無料の
 対面相談を実施（予約制）

※毎週水・金曜日午後１時～５時は弁護士による電話法律相談を実施

被災者住宅相談窓口専用ダイヤル
月～金曜日：午前9時～午後5時（祝日を除く）

県立医科大学　県民健康管理調査事務局
月～金曜日：午前9時～午後5時（祝日を除く）

県庁避難者支援課　または　避難元（先）の自治体
月～金曜日：午前8時30分～午後5時15分（祝日を除く）

0120（988）359
フリーダイヤル

024（523）1501

024（521）7698

024（523）4157

024（549）5130

0120（899）721
フリーダイヤル

024（521）7017

放射線に関する
問い合わせ

原子力損害賠償などに
関する問い合わせ

県内の応急仮設住宅などへの
入居及び被災住宅の改修に
関すること

県内外に避難した人の
相談窓口

県民健康管理調査の実施に
関する問い合わせ

県政に関する相談窓口

原子力災害

生　活

健　康

その他
県庁県民広聴室　県政相談コーナー
月～金曜日：午前9時～正午、午後1時～午後4時（祝日を除く）
このほか各地方振興局にも県政相談コーナーがあります。

主な震災関連相談窓口一覧

☎

☎

☎

☎

☎

市町村への配分額
●県義援金

200億1千万円
●国（日赤など）義援金
1,225億 0千万円

被災者への配分済額
●県義援金

177億7千万円
●国（日赤など）義援金
1,100億1千万円

　県に寄せられた寄附金は、｠県が行う災害からの復旧・復興事業の財源として
活用しています。｠義援金は、県内の被災された人にお届けしています。

寄附金・義援金について

寄附金と義援金は、どのように違うの？

わかる県政わかる県政わかる県政
ののの

Q

A

○学校の災害復旧 
○原子力災害避難のために設置した高等
　学校のサテライト校の教育環境整備  
○仮設住宅の除雪、防寒などの環境改善 
○原子力災害による風評被害対策
　　などの事業に活用しています。

寄附金は、どのような事業に使われているの？Q

A

　県や国に寄せられた義援金は、市町村を通じて被災者にお届けしています。配分基準は、被害状況
や市町村の実態に応じて決められています。主な対象者は、震災により亡くなられた人のご遺族、住
家が全壊・半壊した世帯、原発事故により避難区域などに設定された世帯です。
　また、一部の留保額は、現在も続けられている住家被害の認定作業の進捗状況に応じて、順次配
分します。具体的な配分基準については、市町村へお問い合わせ下さい。

義援金は、どのように被災者に届けられているの？

●義援金の受入・配分状況（10月末現在）

Q

A

寄附金に関して／県庁生活環境総務課  ☎024-521-7669　義援金に関して／県庁社会福祉課  ☎024-521-7322問

寄附金の受入実績（10月末現在） 87億1千万円（3,070件）

受 入 額
●県義援金

202億9千万円
●国（日赤など）義援金
1,226億1千万円

東日本大震災の発災以来、県内外の多くの皆さんから心温まる寄附金、義援金をいただき、
厚く御礼申し上げます。今回は、寄附金と義援金の違いなどについて紹介します。

サテライト校の整備状況

しんちょく
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く
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小坂アグリ株式会社　代表取締役

朽木 勝之さん
くち き かつ ゆき

▲10月に野田首相が検査状況を視察した際、本宮市で天のつぶの
おにぎりを試食しました（写真提供：本宮市）

公募によりデザインを募集。
分割した「天」の文字の「人」を
強調し、人とお米の“絆”を表
しています。

県産米は、全ての玄米を
検査しており、安全性を
確認した玄米だけを原料
とした精米には、精米袋
にキビタンが描かれたラ
ベルを貼り付け、検査し
ていることを分かりやすく
伝えています。

▲販売促進キャンペーンで「天のつぶ」を PRする
　うつくしまライシーホワイト

　15
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。
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る
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に

Facebookでふくしまの魅力と今を発信！
全国から応援の「いいね！」続々 いいね！

検 索ふくしまから はじめよう。　

検 索ふくしまから いいたび はじめよう。

ふくしまから  は じ め よ う 。

キビタン参上

イベント募集

　福島県の復興シンボルキャラクター「ふくしまから　はじめよう。キビタン」が、ふくしまの復興に
向けがんばっている皆さんのもとへ、元気と希望をお届けに訪問します。
　また、キビタンと一緒に撮った写真（イベントでの一枚、大切な人との一枚など）、キビタンと皆さ
んの自慢の“キビフォト”を紹介します。キビタンと皆さんの笑顔で、福島を元気にしましょう!!
　写真の採用者の中から1名にキビタン賞（キビタングッズ）を差し上げます。
　皆さん、奮ってご応募ください。

都道府県の中で「いいね！」の数№１
　６月からスタートした県の公式フェイスブックページ、「ふくしまから　はじめよう。」。現在、全
国の18,000人以上がファンになっていて、都道府県のフェイスブックの中ではNo.1です。（※
キャラクターページを除く。）
　ページには、全国の皆さんからの声も寄せられていて、「遠くから応援しています。」「福島に
行くよ、応援してるよ。」などの熱いメッセージがたくさん届いています。ぜひ一度、アクセスし
てみてください。

寄せられた情報が新たな“ふくしまの魅力”に
　フェイスブックは、利用者からも情報を投稿できる仕組みです。熱い気持ちを持った全国の
皆さんからは、ふくしまのいちおしの食べ物、お気に入りの観光スポットなど、ふくしまに関する
情報が日々寄せられています。本誌１０月号のプレゼントで紹介した「桃とトマトのムース」も、
その情報を基につくられました。9月から10月にかけては、女性誌「Hanako」とタイアップし、
「ふくしまから“いいたび”はじめよう。キャンペーン」と題して、ふくしまの「かわいい、美味しい、
気持ちいい」場所やモノを募集。寄せられた情報から“ふくしまのいい旅”ができました。
くわしくは、県のホームページで。

あなたの思う“ふくしまの魅力”を
　県公式フェイスブックページ「ふくしまから　はじめよう。」では、これからもふくしまの魅力を
発信していきます。あなたが思う“ふくしまの魅力”もぜひお待ちしています。

キビタンの写真コーナー募集
①撮影場所、イベント名
②撮影日
③写真についてのコメント 
④住所、氏名、年齢、電話番号
※紙面に掲載していい写真を応募してください
　（写っている人の承諾は、応募者が得てください。）

ハガキ・電子メールまたは
ファクスでご応募ください

電子メールでご応募ください

yume@pref.fukushima.jp電子メール024（521）7901ファクス〒960-8670 県庁広報課「キビタンイベント募集」係ハガキ

県公式フェイスブックページ「ふくしまから はじめよう。」　

▲県公式フェイスブックページ
　「ふくしまから はじめよう。」

「フェイスブック」とは？
インターネット上で人と人が交流できるＳＮＳ
（ソーシャルネットワーキングサービス）の一つで、
現時点で世界で１０億人以上が利用するといわれ
る世界最大のＳＮＳです。利用者は、内容を見てい
いと思ったときに「いいね！」というボタンを押して
共感を表す仕組みになっています。

◀Hanakoの
　北脇編集長
　（右）と
　オリジナルの
　旅プランを
　検討。

9 6 0 8 67 0

県
庁
広
報
課

「
キ
ビ
タ
ン

イ
ベ
ン
ト
募
集
」係

「県政ＴＶ～ふくしまから はじめよう。～」 福島中央テレビ（FCT）で、キビタンが県外で活躍している様子を紹介します。（12月15日(土)11：40～11：55放送）

キビタン
グッズ
プレゼント！

①キビタンに来てほしいイベント名
　（地域のまつり、復興関連のイベント、幼稚園、
　学校のイベントなど）
②イベント内容
③日時
④住所、担当者氏名、電話番号
※特定企業の販売促進などのイベントは、応募できません。
　訪問するイベントは選考させていただきます。

ふくしまから　はじめよう。キビタン　
福島県のマスコットキャラクター「キビタン」です。
復興のシンボルとして、みんなを応援し、未来へ羽ばたく「ふくしまから　はじめよう。キビタン」として活躍しま
す。頭のアンテナで、ふくしまの「今」と「魅力」を発信していくよ。ボクは幸せを呼ぶ黄色い鳥なので、ボクをなで
ると幸せになれるかも！?　ボクを見かけたら、声をかけてね！

震災以降いろいろとありましたが、この美しい自然に恵まれている福島をこれからもずっと大事にしていきたいです。ゆめだよりは福島
の施策が盛り込まれて良かったです。 （郡山市 40 代女性）

08ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・12 月号読者からのお便り
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全
袋
検
査
を
実

施
し
、
全
て
が
基
準
を
ク
リ
ア
。
検
査
結

果
は
、
米
袋
に
貼
付
し
て
あ
る
Q
R
コ
ー

ド
を
使
っ
て
携
帯
サ
イ
ト
で
確
認
す
る
こ

と
も
で
き
る
の
で
、
安
心
し
て
食
べ
て
い

た
だ
け
ま
す
。

　「作
り
や
す
く
収
量
が
上
が
る
天
の
つ

ぶ
は
、
今
後
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
代
わ
っ
て
伸

び
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

い
い
品
種
で
す
が
ま
だ
ま
だ
P
R
が
足
り

な
い
と
思
い
ま
す
し
、
栽
培
管
理
を
徹
底

し
な
が
ら
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
て
い
く
こ

と
も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」と
、

天
の
つ
ぶ
に
寄
せ
る
期
待
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

小坂アグリ株式会社　代表取締役

朽木 勝之さん
くち き かつ ゆき

▲10月に野田首相が検査状況を視察した際、本宮市で天のつぶの
おにぎりを試食しました（写真提供：本宮市）

公募によりデザインを募集。
分割した「天」の文字の「人」を
強調し、人とお米の“絆”を表
しています。

県産米は、全ての玄米を
検査しており、安全性を
確認した玄米だけを原料
とした精米には、精米袋
にキビタンが描かれたラ
ベルを貼り付け、検査し
ていることを分かりやすく
伝えています。

▲販売促進キャンペーンで「天のつぶ」を PRする
　うつくしまライシーホワイト

　15
年
の
歳
月
を
か
け
て
誕
生
し
た
「
天

の
つ
ぶ
」
は
、
粒
が
そ
ろ
い
収
量
も
多
く
、

食
味
が
よ
い
の
が
特
徴
で
、
昨
年
か
ら
販

売
を
開
始
し
た
福
島
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
米
。

食
べ
応
え
の
あ
る
し
っ
か
り
と
し
た
食
感

が
楽
し
め
ま
す
。
穂
が
出
る
と
き
に
天
に

Facebookでふくしまの魅力と今を発信！
全国から応援の「いいね！」続々 いいね！

検 索ふくしまから はじめよう。　

検 索ふくしまから いいたび はじめよう。

ふくしまから  は じ め よ う 。

キビタン参上

イベント募集

　福島県の復興シンボルキャラクター「ふくしまから　はじめよう。キビタン」が、ふくしまの復興に
向けがんばっている皆さんのもとへ、元気と希望をお届けに訪問します。
　また、キビタンと一緒に撮った写真（イベントでの一枚、大切な人との一枚など）、キビタンと皆さ
んの自慢の“キビフォト”を紹介します。キビタンと皆さんの笑顔で、福島を元気にしましょう!!
　写真の採用者の中から1名にキビタン賞（キビタングッズ）を差し上げます。
　皆さん、奮ってご応募ください。

都道府県の中で「いいね！」の数№１
　６月からスタートした県の公式フェイスブックページ、「ふくしまから　はじめよう。」。現在、全
国の18,000人以上がファンになっていて、都道府県のフェイスブックの中ではNo.1です。（※
キャラクターページを除く。）
　ページには、全国の皆さんからの声も寄せられていて、「遠くから応援しています。」「福島に
行くよ、応援してるよ。」などの熱いメッセージがたくさん届いています。ぜひ一度、アクセスし
てみてください。

寄せられた情報が新たな“ふくしまの魅力”に
　フェイスブックは、利用者からも情報を投稿できる仕組みです。熱い気持ちを持った全国の
皆さんからは、ふくしまのいちおしの食べ物、お気に入りの観光スポットなど、ふくしまに関する
情報が日々寄せられています。本誌１０月号のプレゼントで紹介した「桃とトマトのムース」も、
その情報を基につくられました。9月から10月にかけては、女性誌「Hanako」とタイアップし、
「ふくしまから“いいたび”はじめよう。キャンペーン」と題して、ふくしまの「かわいい、美味しい、
気持ちいい」場所やモノを募集。寄せられた情報から“ふくしまのいい旅”ができました。
くわしくは、県のホームページで。

あなたの思う“ふくしまの魅力”を
　県公式フェイスブックページ「ふくしまから　はじめよう。」では、これからもふくしまの魅力を
発信していきます。あなたが思う“ふくしまの魅力”もぜひお待ちしています。

キビタンの写真コーナー募集
①撮影場所、イベント名
②撮影日
③写真についてのコメント 
④住所、氏名、年齢、電話番号
※紙面に掲載していい写真を応募してください
　（写っている人の承諾は、応募者が得てください。）

ハガキ・電子メールまたは
ファクスでご応募ください

電子メールでご応募ください

yume@pref.fukushima.jp電子メール024（521）7901ファクス〒960-8670 県庁広報課「キビタンイベント募集」係ハガキ

県公式フェイスブックページ「ふくしまから はじめよう。」　

▲県公式フェイスブックページ
　「ふくしまから はじめよう。」

「フェイスブック」とは？
インターネット上で人と人が交流できるＳＮＳ
（ソーシャルネットワーキングサービス）の一つで、
現時点で世界で１０億人以上が利用するといわれ
る世界最大のＳＮＳです。利用者は、内容を見てい
いと思ったときに「いいね！」というボタンを押して
共感を表す仕組みになっています。

◀Hanakoの
　北脇編集長
　（右）と
　オリジナルの
　旅プランを
　検討。

9 6 0 8 67 0

県
庁
広
報
課

「
キ
ビ
タ
ン

イ
ベ
ン
ト
募
集
」係

「県政ＴＶ～ふくしまから はじめよう。～」 福島中央テレビ（FCT）で、キビタンが県外で活躍している様子を紹介します。（12月15日(土)11：40～11：55放送）

キビタン
グッズ
プレゼント！

①キビタンに来てほしいイベント名
　（地域のまつり、復興関連のイベント、幼稚園、
　学校のイベントなど）
②イベント内容
③日時
④住所、担当者氏名、電話番号
※特定企業の販売促進などのイベントは、応募できません。
　訪問するイベントは選考させていただきます。

ふくしまから　はじめよう。キビタン　
福島県のマスコットキャラクター「キビタン」です。
復興のシンボルとして、みんなを応援し、未来へ羽ばたく「ふくしまから　はじめよう。キビタン」として活躍しま
す。頭のアンテナで、ふくしまの「今」と「魅力」を発信していくよ。ボクは幸せを呼ぶ黄色い鳥なので、ボクをなで
ると幸せになれるかも！?　ボクを見かけたら、声をかけてね！

「飯舘カーネーションの会」記事を読んで大変感動しました。仮設住宅で暮らす人々の心に息づいている「までい」の文化は、きっと復興
への力になると思います。（田村市 60 代男性）

ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・12 月号

09 読者からのお便り



こ

ふくしまの
設
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
な
が
ら
、「
１
日
も
早
く
入

居
し
て
も
ら
い
た
い
」
一
心
で
約

1
0
0
人
の
職
人
が
腕
を
ふ
る
い
、

会
津
若
松
市
と
い
わ
き
市
に
計

2
0
0
棟
の
『
木
の
仮
設
』
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
避
難
所
を
転
々
と

し
た
後
に
入
居
し
た
人
た
ち
か
ら

は
「
ま
る
で
家
に
帰
っ
た
よ
う
だ
」

と
い
う
声
が
口
々
に
聞
か
れ
た
そ

う
で
す
。

　
故
郷
を
離
れ
て
仮
設
住
宅
に
住
む

人
の
日
々
を
思
い
、
倶
楽
部
で
は
、

「
本
当
の
意
味
で
被
災
者
を
支
え
る

に
は
何
が
必
要
か
」
を
考
え
続
け
、

今
年
４
月
に
『
被
災
者
の
た
め
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
支
援
事

業
』を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
仮
設
住
宅

に
住
む
人
た
ち
と
一
緒
に
こ
れ
か
ら

の
暮
ら
し
に
つ
い
て
考
え
、
長
期
的

な
将
来
像
を
描
こ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

　
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
事
業
は
、
奥

会
津
の
木
を
使
っ
た
揮
毫（
き
ご
う
）

会
や
木
工
教
室
な
ど
。
さ
ら
に
「
三

島
町
の
編
み
組
細
工
名
人
と
の
手
仕

事
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア

が
あ
り
ま
す
」
と
支
援
事
業
担
当
の

金
親
丈
史
さ
ん
。「
さ
ま
ざ
ま
な
交

流
を
深
め
る
な
か
で
、
奥
会
津
に
魅

力
を
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い

で
す
ね
」。

　
帰
郷
や
移
住
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

を
受
け
と
め
て
奥
会
津
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
倶

楽
部
の
皆
さ
ん
は
、
木
の
香
り
の
よ

う
に
穏
や
か

に
、
仮
設
住

宅
に
住
む
人

の
心
に
寄
り

添
っ
て
い
ま

し
た
。

国産杉を使って仮設住宅を完成させた『奥
会津ＩＯＲＩ倶楽部』。「建物を造って終わり」
ではなく、会津若松市で避難生活をおくる
大熊町民に寄り添う活動を続けています。

「
ま
る
で
家
に
帰
っ
た
よ
う
」

避
難
者
の
心
を
癒
す
仮
設
住
宅

仮
設
住
宅
以
降
の
暮
ら
し
を

一
緒
に
考
え
る

　
会
津
若
松
市
城
北
小
学
校
北
仮
設

住
宅
は
、コ
テ
ー
ジ
の
よ
う
な
外
観
。

室
内
に
入
る
と
、
ふ
わ
っ
と
木
の
良

い
香
り
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
開
放
感

が
あ
る
高
い
天
井
に
は
屋
根
裏
も
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。「
木
の
香
り
が

す
る
と
心
が
落
ち
着
き
ま
す
。
屋
根

裏
に
物
を
し
ま
え
る
の
で
、
す
っ
き

り
暮
ら
せ
る
の
も
い
い
で
す
ね
。
縁

側
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
」
と

話
す
の
は
仮
設
住
宅
の
市
川
一
区
長

木
の
香
り
漂
う
仮
設
住
宅
づ
く
り
か
ら

将
来
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
へ

奧
会
津
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
倶
楽
部
●
事
務
局
（
三
島
町
）

絆つないで

今
イオ リ ク ラ ブ

い
ち
か
わ
は
し
め

（右）書家・加藤豊仭さん（写真左）を迎えライフスタ
イルデザイン支援事業として行われた揮毫会。仮設
住宅の市川一区長と集会所に看板を掲げました。

（右上）揮毫会には多くの住民が集まり、子どもの名
前や「復興」などの思いを書いてもらっていました。

（上）佐久間源一郎会長（右から２番目）、ライフスタ
イルデザイン支援事業担当の金親丈史さん（左）他、
奥会津IORI倶楽部のみなさん。

奧会津 IORI 倶楽部

　いわき市には、震災により避難生活を余儀なくされてい
る浪江町民が2,200人に及び、その多くは、借り上げ住宅
に入居。借り上げ住宅は仮設住宅と違い、町民同志の交流
が薄く孤独感を感じている人も多くいます。そこで、町民同
士で交流を図ろうと、今年2月にボランティア組織「なみえ
絆いわき会」を設立。地域ごとに6方部に分け、講演会や交
流会を開催し情報交換を行ってきました。
　5月には、女性による「ぐるりんこ隊」を結成。講演会など
に来られない人などを対象に、会員宅を月に１回訪問し、体
調の様子や悩みなどを聞く声かけ活動が始まりました。故
郷の話や何気ない会話が心を癒しています。「訪問当初は
警戒していた方も、今では心待ちにしてくれているんです
よ。何よりも隊員から皆さんが明るくなったと報告があるの
が嬉しい」と事務局長の齋藤敏夫さんは笑顔を見せました。
　現在、会員数は約200世帯350人ほど。口コミや隊員に
よる声かけで会員数を増やしています。「今後は、町民が集
まり交流できる“場”の確保や、いわき市住民の皆さんとも
触れあえる機会を作りたい」と齋藤さんは話します。
　長期化する避難生活の中で、町民同士が紡ぐ新たなコ
ミュニティの輪。その広がりと共に、たくさんの笑顔が咲くこ
とが期待されます。

共に支え、語り合おう。
借り上げ住民でつくる交流の輪。

震災以降、県内外さまざまな場所で避難生活を送る浪江
町民の皆さん。町民同士で交流を図り支え合おうと、い
わき市では浪江町民有志が「なみえ絆いわき会」を設立。
さらに、声かけ訪問「ぐるりんこ隊」を結成し、絆を深
めています。

☎090-6783-1474
（事務局）

なみえ絆いわき会［いわき市］

▲故郷や家族の話で笑顔がはじけます

▲町民懇談会

▲なみえ絆いわき会・事務局長の
齋藤さん（中央）とぐるりんこ隊
の皆さん

さい とう とし お

で
す
。

　
工
事
の
推
進
母
体
と

な
っ
た
『
奥
会
津
Ｉ
Ｏ
Ｒ

Ｉ
倶
楽
部
』
は
、
山
林
に

関
わ
る
人
や
職
人
な
ど
奥

会
津
の
風
土
を
知
り
尽
く

す
個
人
や
企
業
が
集
ま
っ

た
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
会
長
の
佐
久
間
源
一
郎

さ
ん
は
、「
山
を
守
る
た
め
に
森
林

は
適
度
に
伐
採
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
倶
楽
部
で
は
、
地
元
の
木
材
を

使
っ
て
家
づ
く
り
す
る
こ
と
で
雇
用

に
も
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
き
ま
し

た
」
と
話
し
ま
す
。
仮
設
住
宅
の
建

※IORIとは
「木材や自然素材かなど身近なもので作られたシンプ
ルでコンパクトな住居」をイメージ。古来、僧侶や隠者
が住んだ簡素な住まい「庵」から名づけられました。

さ

く

ま

げ
ん
い
ち
ろ
う

か
ね
お
や
た
け

し

（左）厚さ3㎝のスギ板で作った仮
設住宅は、土台を強化すれば復興
住宅にも利用可能です。

（下）「不便な点はありませんか？」世
間話から見えてくる生活課題があ
ります。

か とうほうじん

10ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・12 月号



こ

ふくしまの
設
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
な
が
ら
、「
１
日
も
早
く
入

居
し
て
も
ら
い
た
い
」
一
心
で
約

1
0
0
人
の
職
人
が
腕
を
ふ
る
い
、

会
津
若
松
市
と
い
わ
き
市
に
計

2
0
0
棟
の
『
木
の
仮
設
』
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
避
難
所
を
転
々
と

し
た
後
に
入
居
し
た
人
た
ち
か
ら

は
「
ま
る
で
家
に
帰
っ
た
よ
う
だ
」

と
い
う
声
が
口
々
に
聞
か
れ
た
そ

う
で
す
。

　
故
郷
を
離
れ
て
仮
設
住
宅
に
住
む

人
の
日
々
を
思
い
、
倶
楽
部
で
は
、

「
本
当
の
意
味
で
被
災
者
を
支
え
る

に
は
何
が
必
要
か
」
を
考
え
続
け
、

今
年
４
月
に
『
被
災
者
の
た
め
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
支
援
事

業
』を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
仮
設
住
宅

に
住
む
人
た
ち
と
一
緒
に
こ
れ
か
ら

の
暮
ら
し
に
つ
い
て
考
え
、
長
期
的

な
将
来
像
を
描
こ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

　
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
事
業
は
、
奥

会
津
の
木
を
使
っ
た
揮
毫（
き
ご
う
）

会
や
木
工
教
室
な
ど
。
さ
ら
に
「
三

島
町
の
編
み
組
細
工
名
人
と
の
手
仕

事
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア

が
あ
り
ま
す
」
と
支
援
事
業
担
当
の

金
親
丈
史
さ
ん
。「
さ
ま
ざ
ま
な
交

流
を
深
め
る
な
か
で
、
奥
会
津
に
魅

力
を
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い

で
す
ね
」。

　
帰
郷
や
移
住
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

を
受
け
と
め
て
奥
会
津
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
倶

楽
部
の
皆
さ
ん
は
、
木
の
香
り
の
よ

う
に
穏
や
か

に
、
仮
設
住

宅
に
住
む
人

の
心
に
寄
り

添
っ
て
い
ま

し
た
。

国産杉を使って仮設住宅を完成させた『奥
会津ＩＯＲＩ倶楽部』。「建物を造って終わり」
ではなく、会津若松市で避難生活をおくる
大熊町民に寄り添う活動を続けています。

「
ま
る
で
家
に
帰
っ
た
よ
う
」

避
難
者
の
心
を
癒
す
仮
設
住
宅

仮
設
住
宅
以
降
の
暮
ら
し
を

一
緒
に
考
え
る

　
会
津
若
松
市
城
北
小
学
校
北
仮
設

住
宅
は
、コ
テ
ー
ジ
の
よ
う
な
外
観
。

室
内
に
入
る
と
、
ふ
わ
っ
と
木
の
良

い
香
り
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
開
放
感

が
あ
る
高
い
天
井
に
は
屋
根
裏
も
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。「
木
の
香
り
が

す
る
と
心
が
落
ち
着
き
ま
す
。
屋
根

裏
に
物
を
し
ま
え
る
の
で
、
す
っ
き

り
暮
ら
せ
る
の
も
い
い
で
す
ね
。
縁

側
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
」
と

話
す
の
は
仮
設
住
宅
の
市
川
一
区
長

木
の
香
り
漂
う
仮
設
住
宅
づ
く
り
か
ら

将
来
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
へ

奧
会
津
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
倶
楽
部
●
事
務
局
（
三
島
町
）

絆つないで

今
イオ リ ク ラ ブ

い
ち
か
わ
は
し
め

（右）書家・加藤豊仭さん（写真左）を迎えライフスタ
イルデザイン支援事業として行われた揮毫会。仮設
住宅の市川一区長と集会所に看板を掲げました。

（右上）揮毫会には多くの住民が集まり、子どもの名
前や「復興」などの思いを書いてもらっていました。

（上）佐久間源一郎会長（右から２番目）、ライフスタ
イルデザイン支援事業担当の金親丈史さん（左）他、
奥会津IORI倶楽部のみなさん。

奧会津 IORI 倶楽部

　いわき市には、震災により避難生活を余儀なくされてい
る浪江町民が2,200人に及び、その多くは、借り上げ住宅
に入居。借り上げ住宅は仮設住宅と違い、町民同志の交流
が薄く孤独感を感じている人も多くいます。そこで、町民同
士で交流を図ろうと、今年2月にボランティア組織「なみえ
絆いわき会」を設立。地域ごとに6方部に分け、講演会や交
流会を開催し情報交換を行ってきました。
　5月には、女性による「ぐるりんこ隊」を結成。講演会など
に来られない人などを対象に、会員宅を月に１回訪問し、体
調の様子や悩みなどを聞く声かけ活動が始まりました。故
郷の話や何気ない会話が心を癒しています。「訪問当初は
警戒していた方も、今では心待ちにしてくれているんです
よ。何よりも隊員から皆さんが明るくなったと報告があるの
が嬉しい」と事務局長の齋藤敏夫さんは笑顔を見せました。
　現在、会員数は約200世帯350人ほど。口コミや隊員に
よる声かけで会員数を増やしています。「今後は、町民が集
まり交流できる“場”の確保や、いわき市住民の皆さんとも
触れあえる機会を作りたい」と齋藤さんは話します。
　長期化する避難生活の中で、町民同士が紡ぐ新たなコ
ミュニティの輪。その広がりと共に、たくさんの笑顔が咲くこ
とが期待されます。

共に支え、語り合おう。
借り上げ住民でつくる交流の輪。

震災以降、県内外さまざまな場所で避難生活を送る浪江
町民の皆さん。町民同士で交流を図り支え合おうと、い
わき市では浪江町民有志が「なみえ絆いわき会」を設立。
さらに、声かけ訪問「ぐるりんこ隊」を結成し、絆を深
めています。

☎090-6783-1474
（事務局）

なみえ絆いわき会［いわき市］

▲故郷や家族の話で笑顔がはじけます

▲町民懇談会

▲なみえ絆いわき会・事務局長の
齋藤さん（中央）とぐるりんこ隊
の皆さん

さい とう とし お

で
す
。

　
工
事
の
推
進
母
体
と

な
っ
た
『
奥
会
津
Ｉ
Ｏ
Ｒ

Ｉ
倶
楽
部
』
は
、
山
林
に

関
わ
る
人
や
職
人
な
ど
奥

会
津
の
風
土
を
知
り
尽
く

す
個
人
や
企
業
が
集
ま
っ

た
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
会
長
の
佐
久
間
源
一
郎

さ
ん
は
、「
山
を
守
る
た
め
に
森
林

は
適
度
に
伐
採
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
倶
楽
部
で
は
、
地
元
の
木
材
を

使
っ
て
家
づ
く
り
す
る
こ
と
で
雇
用

に
も
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
き
ま
し

た
」
と
話
し
ま
す
。
仮
設
住
宅
の
建

※IORIとは
「木材や自然素材かなど身近なもので作られたシンプ
ルでコンパクトな住居」をイメージ。古来、僧侶や隠者
が住んだ簡素な住まい「庵」から名づけられました。

さ

く

ま

げ
ん
い
ち
ろ
う

か
ね
お
や
た
け

し

（左）厚さ3㎝のスギ板で作った仮
設住宅は、土台を強化すれば復興
住宅にも利用可能です。

（下）「不便な点はありませんか？」世
間話から見えてくる生活課題があ
ります。

か とうほうじん

11 ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・12 月号



地域ゆめ情報
　
新
町
緑
地
公
園
で
、
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
昨

年
は
、
震
災
に
よ
り
開
催
が
危
ぶ
ま

れ
ま
し
た
が
、
埼
玉
県
の
越
谷
青
年

会
議
所
か
ら
モ
ミ
の
木
の
寄
贈
な
ど

を
受
け
、
無
事
開
催
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
も
震
災
か
ら
の
復
興
を
願
い
、

公
園
内
は
２
万
個
も
の
電
球
が
き
ら

め
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
幻
想
的
な
灯
り

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】 

12
月
１
日
㈯
〜
1
月
15
日
㈫　

昔
か
ら
山
の
ウ
ナ
ギ
と
い
わ
れ

「
疲
れ
た
と
き
に
食
べ
る
と
よ
い
」

と
、好
ま
れ
て
い
る
と
ろ
ろ
芋
が

旬
を
迎
え
ま
し
た
。

　

と
ろ
ろ
芋
を
原
料
と
し
た
焼

酎
や
ラ
ー
メ
ン
も
人
気
で
す
。本

宮
市
の
肥ひ

沃よ
く

な
土
と
低
農
薬
で

作
ら
れ
た
栄
養
価
の
高
い
自
然

食
品
を
、ど
う
ぞ
ご
賞
味
く
だ
さ

い
。

　
贈
答
用
に
も
ど
う
ぞ
。

　
12
月
９
日
㈰
、
県
青
少
年
会
館
体

育
館
で
、
震
災
前
か
ら
行
っ
て
い
た
、

卓
球
の
ラ
リ
ー
が
ど
れ
だ
け
続
く
か

を
競
う
「
思
い
や
り
ま
で
い
ラ
リ
ー

ピ
ン
ポ
ン
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
誰
も
が
楽

し
め
る
ゲ
ー
ム
で
、
相
手
へ
の
「
思

い
や
り
」
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
参
加

は
無
料
で
、
参
加
希
望
の
方
は
、
二

人
一
組
ま
た
は
個
人
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
（
11
月
30
日
ま
で
）。

　
毎
年
１
月
14
日
に
催
さ
れ
る

「
歳
の
神
」。
一
年
間
の
無
病
息
災
、

家
内
安
全
、
五
穀
豊
穣
を
願
う

伝
統
行
事
で
、
特
に
煙
に
当
た
る

と
一
年
間
病
気
知
ら
ず
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
午
後
6
時
に
点
火
さ
れ
、
凍い

て

つ
い
た
暗
闇
を
照
ら
す
さ
ま
は
、

神
秘
的
で
す
。
入
場
は
無
料
で
、

甘
酒
や
お
神
酒
が
振
る
舞
わ
れ
ま

す
。一
度
お
出
で
に
な
っ
て
下
さ
い
。

き
ら
め
き
そ
う
ま

２
０
１
２

㈳
相
馬
青
年
会
議
所
事
務
局	

☎
０
２
４
４（
３
６
）４
４
１
１

尾
瀬
桧
枝
岐
温
泉
観
光
協
会	

☎
０
２
４
１（
７
５
）２
４
３
２

飯
舘
村
社
会
福
祉
協
議
会	

☎
０
２
４（
５
６
２
）３
６
２
２

本
宮
市
観
光
物
産
協
会	

☎
０
２
４
３（
３
３
）１
１
１
１

相馬市本宮市

飯舘村

思
い
や
り
ま
で
い
ラ
リ
ー

ピ
ン
ポ
ン
交
流
会
の
ご
案
内

檜枝岐村

本
宮
特
産「
白
沢
の
と
ろ
ろ
芋
」

前回のまでいラリーピンポン大会の様子

尾
瀬
檜
枝
岐
の「
歳
の
神
」

12ふくしまから はじめよう。
ゆめだより・12月号読者からのお便り「地域ゆめ情報」が大好きです。毎回新しい場所を見つけては休日にドライブをし、その土地の食を買い求めています。

（鏡石町 50 代女性）



大河ドラマ館 平成25年1月12日オープン
	 旧会津図書館（会津若松市城東町2-3）
	 午前8時30分〜午後5時（最終入場午後4時半まで）
	 大人（高校生以上）500円（前売り450円）、小中学生200円
　	 	（前売り180円）、未就学児無料（前売発売24年12月31日まで）
問会津若松市「八重の桜」プロジェクト協議委員会事務局
　 0242-23-8228　http://yae-sakura.jp/

場 所
開館時間
入 館 料

郡山市
ビッグツリーページェント・フェスタ IN 
KORIYAMA 2012

11月30日（金）〜2月14日（木）／郡山駅西口駅前広場
問ビッグツリーページェント・フェスタ IN KORIYAMA
　 実行委員会事務局　024（921）2610
棚倉町 八

や

槻
つき

都
つ

々
つ

古
こ

別
わけ

神社霜月大祭
12月8日（土）〜9日（日）／八槻都々古別神社
問八槻都々古別神社　0247（33）3505
福島市 ももりんのクリスマスコンサート

12月22日（土）〜25日（火）午前11時5分〜午後1時30分／
こむこむ４階プラネタリウム
問福島市子どもの夢を育む施設こむこむ  024（524）3131
金山町 フェアリーランドかねやまスキー場オープン

12月23日（日）／金山町小栗山
問株式会社会津かねやま  0241（54）2830
浅川町 花火の里あさかわ　除夜の花火

1月1日（祝）／浅川町滝輪郷
問浅川町商工会　0247(36)2161
新地町 鹿

か

狼
ろう

山
さん

元旦登山
1月1日（祝）／鹿狼山
問新地町観光協会　0244(62)2112
田村市 常葉だるま市 　　  船引だるま市

	 1月5日（土）	 1月14日（月）
	 田村市常葉町常葉	 船引町船引
	 問常葉町商工会	 船引町商工会
	 　0247（77）2019	 0247（82）4264
柳津町 七日堂裸詣り

1月7日（月）／福
ふくまんこくぞうそんえんぞうじ
満虚空藏尊圓蔵寺

問柳津観光協会　0241（42）2346
いわき市 沼ノ内　水祝儀（水かけまつり）
1月14日（祝）／いわき市平沼ノ内
問いわき市総合観光案内所　0246（23）0122
会津坂下町 坂下初市大俵引き
1月14日（祝）／会津坂下町役場前
問会津坂下町観光物産協会　0242（83）2111

検 索検 索福島県内の主な行事その他の行事はホームページ

 

12
月

 

１
月

　

10
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰
、東
京

都
秋
葉
原
に
て「
地
域
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
物
産
観
光
展 
in 

秋
葉
原 

M
o
e
1
グ
ラ
ン
プ
リ
」が
行
わ
れ
、

白
河
観
光
物
産
協
会
の
観
光
P
R

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
小
峰
シ
ロ

が
、観
光
部
門
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
部

門
で
グ
ラ
ン
プ
リ
、お
土
産
部
門
で

準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
ま
し
た
。

観
光
P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
の

今
後
の
活
躍
に
ご
期
待
下
さ
い
。

　
三
島
町
は
「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」
連
合
に
加
盟
し
ま
し
た
。

こ
の
連
合
は
審
査
に
よ
り
認
め
ら

れ
た
全
国
43
町
村
６
地
域
が
加
盟

し
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
掲
げ
未

来
に
美
し
い
村
を
残
す
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
三
島
町
は
編
み
組
細

工
を
は
じ
め
と
し
た
生
活
工
芸
や

特
産
の
会
津
桐
、
サ
イ
ノ
カ
ミ
な

ど
の
民
俗
行
事
が
登
録
資
源
と
し

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

小
峰
シ
ロ 

「
Mも

え
oe
1
グ
ラ
ン
プ
リ
」で

グ
ラ
ン
プ
リ

三
島
町
地
域
政
策
課	

☎
０
２
４
１（
４
８
）５
５
３
３

㈶
白
河
観
光
物
産
協
会	

☎
０
２
４
８（
２
２
）１
１
４
７

県内の主なイベント

白河市

三島町

八重たん

三
島
町
が「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
に
加
盟

いつも見事な写真満載で感心しています。これからも福島県民の喜怒哀楽を、各年齢層から届けて欲しいです。特に、各地の若者の将来や福
島への思いが知りたいです。 （喜多方市 50 代女性）

読者からのお便り
ふくしまから はじめよう。

ゆめだより・12月号
13



読者からのお便り
ふくしまから はじめよう。

ゆめだより・12月号
14現在、福島を離れて暮らしていますが、ゆめだよりが届くたびに改めてふくしまの良さを感じます。（県外 30 代女性）

　

県
展
の
名
前
で
親
し
ま
れ
て
い
る
県
総
合
美

術
展
覧
会
が
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
一 

般
公
募
の
入
選
作
品
の
他
、本
県
出
身
芸

術
家
の
優
れ
た
作
品
が
多
数
展
示
さ
れ
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

日 

時
12
月
７
日
㈮
〜
16
日
㈰

　
　
　

  

午
前
9
時
30
分（
初
日
は
10
時
）〜

　
　
　

  

午
後
５
時（
最
終
日
は
４
時
）

　
　
　

  

※
閉
館
30
分
前
に
入
場
締
め
切
り

場 

所

県
文
化
セ
ン
タ
ー（
福
島
市
春
日
町
）

部 

門

日
本
画･

洋
画･

彫
刻･

工
芸
美
術･

書

問
県
庁
文
化
振
興
課

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
１
５
４

　

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
、飲
酒
す
る
機
会

が
増
え
ま
す
。飲
酒
運
転
は
、重
大
な
交
通
事

故
を
起
こ
し
や
す
く
、善
良
な
人
々
に
危
険
を

及
ぼ
す
悪
質・危
険
な
犯
罪
で
す
。

　

飲
酒
運
転
に
は
、厳
罰
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

自
分
が
し
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、周
り
の
人

に
も
絶
対
に
飲
酒
運
転
さ
せ
な
い
よ
う
お
互

い
に
声
を
掛
け
合
い
、飲
酒
運
転
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

　
二
日
酔
い
状
態
で
の
運
転
も
飲
酒
運
転
に
な

る
の
で
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
県
警
察
本
部
交
通
企
画
課

☎
０
２
４（
５
２
２
）２
１
５
１

  

県
と
県
立
医
科
大
学
で
は
、｢

県
民
健
康
管

理
調
査
基
本
調
査｣

問
診
票
に
関
す
る
出
前

書
き
方
説
明
会
と
出
前
書
き
方
相
談
会
を
、

実
施
内
容
や
会
場
な
ど
の
ご
要
望
に
応
じ
て

開
催
し
ま
す
。

　

開
催
は
、土
日
祝
祭
日
を
除
く
午
前
9
時

か
ら
午
後
4
時
の
間
で
、1
回
当
た
り
10
名
〜

15
名
ま
で
対
応
が
可
能
で
す
。

　

詳
し
く
は
、県
立
医
科
大
学
県
民
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
立
医
科
大
学
県
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４（
５
４
７
）１
７
８
６

　

カ
ー
ド
利
用
額
の一
部
が
風
評
の
払
拭・県

産
品
の
振
興
に
役
立
て
ら
れ
る
、ク
レ
ジ
ッ
ト

機
能
付
き
の
会
員
カ
ー
ド｢

Ｆｕ
ｋｕｒｕｍ（
フ
ク

ラ
ム
）カ
ー
ド｣

の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
方
法
は
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
「
Ｆｕ
ｋｕｒｕｍ
カ
ー
ド
」推
進
協
議
会

☎
０
２
４（
５
７
３
）０
９
０
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県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業
短
期
大
学
校

で
は
、平
成
25
年
度
本
科
一般
入
校
試
験
の
後

期
募
集
を
行
い
ま
す
。併
せ
て
研
究
科
生
も

募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
3
学
科(

農
産
学
科・園
芸
学
科・畜

産
学
科
）合
わ
せ
て
10
名
程
度

出
願
期
間
平
成
25
年
1
月
8
日
㈫
〜

　
　
　
　
　

1
月
18
日
㈮ 

当
日
消
印
有
効

出
願
方
法
郵
送（
簡
易
書
留
）・直
接
持
参

試 

験 

日

平
成
25
年
2
月
6
日
㈬

募
集
要
項・入
校
案
内

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま
た
は
各
農
林
事
務
所
農
業

振
興
普
及
部
、農
業
普
及
所
で
入
手
で
き
ま
す
。

郵
送
を
希
望
す
る
人
は
、本
校
農
業
部
教
務
管

理
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業
短
期
大
学　

農
学
部　

教
務
管
理

☎
０
２
４
８（
４
２
）４
１
１
３

検 

索

Ｆｕ
ｋｕｒｕｍ
カ
ー
ド

検 

索

福
島
県　
農
業
短
期
大
学
校

検 

索

あ
な
た
の
健
康
、
見
守
り
ま
す
。

検 

索

福
島
県
展

県からのお知らせ
i n f o r m a t i o n

毎
日
の
買
い
物
で

ふ
く
し
ま
を
応
援
!!

募集

農
業
を
学
び
た
い

君
た
ち
を
募
集
し
ま
す

募集

第
66
回
福
島
県
総
合
美
術
展
覧
会

催し

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う
！

お願い

基
本
調
査
問
診
票
の
書
き
方

説
明
や
相
談
に
お
伺
い
し
ま
す

案内

※支援金の発生に伴う、 カード会員への負担はありません。
http://www.nissenren-sendai.or.jp/
fukurum

年会費
無料



読者からのお便り
ふくしまから はじめよう。

ゆめだより・12月号
15 福島で住み続けられるよう会社や工場、施設、病院など、働く場をもっと誘致してほしいです。 （平田村 40 代女性）

福島県文化財センター白河館 まほろん　白河市白坂一里段 86　☎ 0248(21)0700

ビッグパレットふくしま　郡山市南二丁目
☎ 024(947)8010

コラッセふくしま　福島市三河南町
☎ 024(525)4098

福島県文化センター　福島市春日町
☎ 024(534)9191

福島県立美術館
福島市森合字西養山 1  ☎ 024(531)5511

　広報ステーション

施 設 インフォメー ション

指定文化財展「ふくしまの重要文化財Ⅹ　福島市和台遺跡」
国の史跡に指定されている福島市和台遺跡から出土した考古資料を中心に展
示します。縄文時代中期を中心として栄えた和台遺跡のムラ ( 集落 ) の移り
変わりに焦点を当て、周辺地域からの出土資料を含めて紹介します。
◉開催期間：12月22日㈯〜平成25年2月17日㈰　◉入館料：無料　◉休館日：毎週月
曜日（ただし12月24日㉁、１月14日㈷は開館）、12月25日㈫、12月28日㈮～1月4日㈮、1月15日㈫

ジュラシック相馬
―化石が語る恐竜時代の相馬地域―
福島県の太平洋岸に分布する相
馬地域の中生代の地層や化石を
広く紹介し、恐竜時代のふくしま
の生き物たちや当時の環境を復
元します。夏の企画展「恐竜時代
のふくしま」のダイジェスト版です。
◉会場：南相馬市博物館　◉開催期間：12月24日㉁まで
◉入館料：一般300円、高校生200円、小・中学生は100円
◉休館日：毎週月曜日（ただし12月24日㉁は開館）

アクアマリン
クリスマス
閉館時間を延長して
夜７時まで営業。幻想
的な大水槽前でのコ
ンサートなど、水族館
ならではのクリスマス
をお楽しみください。
◉開催期間： 12月22日㈯～24日㉁
◉入館料：一般・大学生1,600円、高校生・小中学生800円、未就学児無料
◉年中無休

12月21日㈮〜23日㈰ 2013 ふくしまニットフェア
1月13日㈰ 平成25年 郡山市成人のつどい
1月12日㈯〜14日㈷ 第24回ひな人形・五月人形大御奉仕割引会
1月26日㈯〜27日㈰ ふくしまうまいものフェスタ２０１３※

12月3日㈪ コラッセふくしま イルミネーション点灯式
12月15日㈯ コラッセふくしま クリスマスイベント
12月22日㈯〜24日㉁ 第２回 寫樂ゆきうさぎ写真展
1月4日㈮〜9日㈬ ルワンダ写真展

12月1日㈯〜2日㈰ 第６回うつくしま・ふくしま全国洋舞コンクール
12月8日㈯〜9日㈰ 福島県アンサンブルコンテスト県北支部大会
12月28日㈮ ＮＨＫ　にほんごであそぼう
1月6日㈰ 週末よしもと　福島初笑いまつり※

1月20日㈰ ゴスペラーズ坂ツアー2012 〜2013※

1月26日㈯ 第35回　福島自衛隊音楽の夕べ
※有料のイベント

コレクション展Ⅲ　新寄託作品公開
横山大観と竹内栖鳳、日本画に
見る神話と歴史、抽象彫刻
◉開催期間：10月3日㈬～12月24日㉁
◉観覧料：一般・大学生260（210）円　高校生
　以下無料　※（　）は20名以上の団体料金
◉休館日： 毎週月曜日（ただし12月24日㉁
　は開館）

◦県政新聞広報
県からのお知らせ

【福島民報・福島民友】
毎月第 2・第 4 土曜日
の翌日

◦県政テレビ番組
うつくしま情報局
〜ふくしまから はじめよう。〜 

【福島テレビ（FTV）】
毎週日曜日　9:45 ～ 10:00
ウィークリー県政トピックス

【福島放送（KFB）】
毎週日曜日　17:25 〜 17:30

県政 TV
〜ふくしまから はじめよう。〜 

【福島中央テレビ（FCT）】
毎週土曜日　11:40 ～ 11:55
ウイークリー県政ナビ

【テレビユー福島（TUF）】
毎週日曜日　11:40 〜 11:45

◦県政ラジオ番組
知事室からこんにちは
ふくしまから はじめよう。ふるさとだより

【ラジオ福島 (rfc)】
毎月最終火曜　12:30 ～ 12:45
ふくしま EVENING BREAK

【ふくしま FM】
毎週月～金曜　17:30 ～ 17:35

広報誌バックナンバーや番組の詳細などをご覧になれます▶ 検 索広報ステーション

福島県立博物館移動展
南相馬市原町区牛来字出口 194  ☎ 0244(23)6421

環境水族館  アクアマリンふくしま
いわき市小名浜字辰巳町 50　☎ 0246(73)2525

検 索検 索まほろん

検 索検 索ビッグパレットふくしま

検 索検 索コラッセふくしま

検 索検 索福島県文化センター

検 索検 索福島県立美術館 「横山大観 『雷霆』
1912年 寄託作品」

人体文土器 空から見た和台遺跡

「エイガー ティプラリウス（エビ）」
ジュラ紀後期　ドイツ

アクアマリンふくしま ライトアップ

検 索検 索アクアマリンふくしま

検 索 検 索福島県立博物館移動展
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ふ
く
し
ま
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は
じ
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よ
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ゆ
め
だ
よ
り
・
12
月
号
─
№
２
３
５ 

２
０
１
２
年 

12
月
１
日 

発
行

次回（No.23６)は ２月1日号です。「ふるさとの　　　2012」でした。○○祭 り前回（10月号）の正解は

問　題

● 応募方法／はがきまたはファクス、電子メールにクイズの答えと、
本誌の中で興味を持った記事、ご意見・ご感想、県
政に対する疑問・質問などをお書きの上、住所・氏名・
年齢・職業・電話番号を記入してお送りください。
正解者の中から抽選で30名様に、「天のつぶ」を
差し上げます。

●締め切り／ 12月 31日㈪当日消印有効
  当選者の発表は、商品の発送をもってかえさせていただきます。

※ご応募いただいた皆さんの個人の情報は、商品発送に使用し、
　それ以外の目的には使用しません。
　いただいたご意見などは、誌面に掲載する場合があります。

○の中に数字を入れてください。

検 索広報ステーション

yume@pref.fukushima.jp
024(521)7901

電子メール
ファクス

9 6 0 8 6 7 0

県庁

広報課
「ゆめクイズ」係

Y

U
M E  Q U

I Z

クイズの答え

・興味を持った記事
・地元で誇りにしている宝
・本誌へのご意見、ご感想
・県政への疑問、質問など
　住所　氏名　年齢
　職業　　電話番号

○個

復興の願いを込めて─

★12月号の正解は次号で発表！ たくさんのご応募お待ちしています。

◀
天
の
つ
ぶ (

精
米
５
㎏) 

○個

「 天のつぶ」が当たる！福島県オリジナル
水 稲 新 品 種

30名様に
プレゼント

今月号の特集（4～6 ページ）に、県の復興シンボル
キャラクター「ふくしまから はじめよう。キビタン」
のイラストはいくつありますか？


